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メロン、丸い形は地球に見える？メロンのようにおいしく、その表面の網目のように
緻密なネットワークを広げる月刊情報誌をめざします！
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No.177

協 会 創 立 3 0 周 年 ！
記 念 イ ベ ン ト が 動 き 出 し て い ま す

　箕面市国際交流協会が設立されたのは 1992 年 6 月。それから今年は 30 年目にあたる。
いま協会で働いているスタッフのなかでは一番の古株が勤続 17 年。それよりもずっと前
から、沢山の人たちの想いに支えられて、この組織は歩んできた。協会の英語名称にある
"Global Awareness"。この言葉には一般に、人種や宗教、アイデンティティの違い、貧
困や健康、気候変動といった世界的な課題に対する理解や共感といった意味が込められて
いる。取り組みの中身も規模も、組織の大きさも時代によって移り変わりながら、"Global 
Awareness" を実現しようとする方向は一貫してきたといえる。

　さて、この 30 周年をどう祝うか。事務局では昨年度から検討を続け、三つの取り組みを
行うことになった。一つは、「多民族フェスティバル 2022」の開催。コロナ禍で２年連続
で中止になったが、今年はなんとか開催したい。秋の開催に向けて、この時代に合った内容
の検討を実行委員会では始めようとしている。二つ目は、記念映像の制作。2017 年度に協
会は創立 25 周年記念誌を発行したが、今回は協会の取り組みを映像で伝えようと取材が進
行中。三つ目は、記念式典と企画の開催。新たにできた箕面文化芸能劇場の大ホールを会場
に、2023 年 2 月 23 日（木・祝）に開催する。内容は準備中だが、記念映像の上映や記念
シンポジウムなどを通して、協会につながり、支え、つくってきた皆さんとともにこれから
の地域と協会のあり方を考える機会にしたい。ぜひ参加してほしい。

　めろんでは、30 年間の間に協会に関わった方からの寄稿も募集したい。何か書きたいこ
とがある方は、めろん編集部に連絡を。（河合）
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コムカフェの誕生は 2013 年 5月 11 日。
もう丸 9年が経ったが、スタッフやシェフたちはどうとらえているのか。

それぞれインタビューしてみた。

コムカフェ 9 周年。 今あらためて思うこと。

　現在のカフェ担当者　　エネビシさん

　毎日忙しいが、シェフとボランティアをもっと大事にしたい。

みんながこのカフェの担い手なので、もっとカフェに対する情熱をあげていきたい。

がむしゃらに突っ走ってきたけれど、成功も失敗も経験してきたからこそ、「担い手」と

して意識を高め、中身を磨く時期。そうすると、カフェを必要とする人にもっと開かれ

ていくと思う。

　そのためにはちょっとした「ゆとり」も必要。古い人も新しい人もうまく取り入れながら、

バランスをどう取るかが課題。

　日曜日のマスターで、メニュー開発担当の 　ナタリアさん

　この9年間で、カフェのメニューを一番つくってきた。ブリヌイ(クレー

プのような料理)とかフボーロスト(ロシアのかりんとう)は、とても人

気があり、つくっても売り切れることが続いている。

　 私以外にも、定番メニューをつくれるスタッフを探

しています。

　2014年度から、週末カフェを担当している　鳥羽山さん

　これまでに沢山ぶつかりあってきたし、今は自分もちょっとしんどくなって休んだ

りしているけど、このカフェが「続いている」こと自体がすごい。皆ある種の義務感

をもってやっている。

　自分はなかなか日本社会になじめないから、ここは「止まり木」のような場所。

このカフェをもっと知らせたいし、もっと地域や世界に開かれていってほしい。

▲　フボ―ロスト

▲　ブリヌイ
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　カフェの「アドバイザー」として立ち上げから関わっている 　崔さん

　9年やってきて、一定の成果があったと自負している。運営はかなり安定し、

自立していく外国人も多く、市民に広く認知されてきた。これからますます外

国人市民が増えるのは間違いないが、その人たちにとってもこのカフェが必要

だと確信している。

　ただ、お店に携わる側としては、事務局側とギャップが生じることもあり、

限界もみえてきている。昨年度、クラウドファンディングをやろうとしたときも、

協会事務局からは「今やらなくても」と言われ、議論に大分時間がかかったが、

事務局に受け入れられないのなら、正面突破することはできない。それでもやっ

てみたら応援してくれる人が沢山いることもわかり、元気が出た。シェフができない人たちも巻き込み

ながら、新たな「出番と役割」をつくっていくチャレンジをしたい。

　最初に始めた人間としては、ある種の方向転換が必要だと思っている。利益を意識することは悪いこ

とではないが、そのお金をどこにどう使うべきかが大切。一つはより切実な人に届くようにすること。

もう一つは、「おいしい」「楽しい」だけで終わらせない仕組みをどうつくるか。日本で暮らすことに生

きづらさを感じる外国籍住民がいる以上、この問題は、「外国人の問題」ではなく、日本人が感じ、解決

すべき「日本社会の問題である」ことを、気づかせる場であり続けたい。

　以上、9周年を迎えての、毎日違うメニューを毎日違うメンバーで提供し続け

るカフェスタッフの、インタビューだ。異なる意見や視点をもっていても、と

もに店を営業し、賄いを食べながらいろんな相談事を聞いたり、答えたりする

日々。私は日本人だが、日々の話から、外国人差別は日本社会の構造に深く入

り込んでおり、マジョリティが想像すらしない苦労を抱えていることを見聞き

してきた。こういう構造が改善されない間は、当事者の声を聞いているだけで

は、何をしてもフェアではない、と強く感じている。10周年に向けて、クラウ

ドファンディングの資金を通じてさらに色々なチャレンジをすることになった

今、異文化をただ"消費"するだけでなく、社会を変える方向へ積極的なアクショ

ンをおこなっていきたい。写真は９周年屋台イベントのメンバーたちと（右上）、

当日提供した様々なメニュー（右下）。(岩城)



箕面市国際交流協会の

多言語による生活相談窓口

電話

soudan@mafga.or.jpメール
(日本語・英語）

子育てや教育、仕事、医療、福祉、在留資格
など、生活での悩みや困りごとに対応します。
秘密厳守。相談は無料です。
　日時：火曜日から日曜日　9:00~17:00
　受付方法：来館、メール、電話
　対応言語：日本語、韓国 ･ 朝鮮語、
　　　　　　中国語、英語、ポルトガル語
　場所：箕面市立多文化交流センター

072-727-6912
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　　　 突然だが、私は、公の場で何かの表現行為をすることに関心がある。
昔、歩行者天国でパフォーマンスをしたことやデモに参加したことが
ある。もちろん、合法的でかつ小規模なものだが、沿道から投げかけ
られる視線は、好意的なものもそうでないものもあり、やってる側の
自分には、ヒリヒリした感覚があった。私には、平穏な日常を脅かし
たいという欲求はまったくないが、その時自分は、予定調和な毎日に
揺さぶりをかけて、常識にヒビを入れるような感覚を楽しんでいたよ
うに思う。

　　　 先日、友人が弾き語りを簡単にできる伴奏アプリを開発したというの
で演奏しに行ってきた。「PianoVa」というアプリは、知っている曲
を選び、スマホの画面に指でリズミカルに触れるだけで、自動で音を
演奏してくれるものだった。リズムの取り方や、いくつかの技法（和
音や流れるように弾く技法）をマスターしたら、すぐにそれなりに伴
奏ができるようになった。

彼からレクチャーを受けた場所は踊りの練習をする若者や、たむろしておしゃべりをするグルー
プなどがいて賑やかだった。その中で、小音量ながら、私も演奏しながら声をだして歌った。
ガヤガヤとした雰囲気で誰も気にしていなかったかもしれないが、やはり
公衆の中、音を奏でて歌を歌うのは非日常で、ドキドキした。
以前、何かのデモに参加したことを友人に告げるととてもビックリされた
ことがある。デモやパフォーマンスのときにも冷ややかな眼差しや信じら
れないというような目で見られることもある（大半の人は無関心だが）。私
としては、驚かれることに逆に驚いてしまった。デモや歩行者天国など、
合法的に許可されている場で自分の意見や表現をするのは特別なことだと
思っていないからだ。人の感覚はそれぞれなので押し付けるつもりはまっ
たくないが、もっと気楽に公での自己表現をする人が増えたら面白いので
はないかと思う。そのような行為は、日常を壊すのではなく、新たな日常
を生むためのヒビを入れてくれるかもしれないからだ。（野崎）

コラム

Vol. 

アートの小箱　

日常にヒビを入れる

多文化共生社会ってなんなんだ、と問い続け、アートの世界にその糸口
を得た野崎ターラー（協会職員・アート活動家）による、不定期コラム。
読者のみなさんにも、アートの世界に触れ、共生のヒントを感じてほしい。11

補足情報：
「PianoVa」は、スマホで簡単にダウンロード可能（無料）。
製作者の朴隆二さんは、家族が認知症になって、身体能力がどんど
ん落ちていく姿を見て、どこでも誰とでも人と一緒に音楽を楽しめ
るようにとアプリを開発した。お気軽にお試しください。
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ジェニーさん
≪アルメニア≫

21 26

★コロナウイルス感染拡大防止のため変更になる場合があります。最新情報は、Facebook を確認ください。

14

４

フランクリンさん
≪キューバ≫

休館日

休館日

朝カフェ
ランチタイム 
　- フルメニュー　￥880

午後カフェ　

 9:30 - 11:30
11:30 - 14:00

14:00 - 17:00

世界の朝ごはん￥660（ドリンク付）

日・祝日

火～土

ス イ… スナック & スウィーツの日 … カフェで開催するイベント

* 売り切れ次第終了します

* ランチはありません

10:00 - 13:00   

おしらせ

6

フランクリンさん
≪キューバ≫

ホーさん
≪香港≫

30

イヴァニーさん
≪ブラジル≫

29

★箕面ふるさとカレンダー2022のテーマは「料理で世界旅行」
comm cafe のシェフによる「箕面産野菜を使った世界の一皿！」
毎月のシェフの日には、カレンダーのメニューが食べられます。

休館日 ノックさん
≪タイ≫

ノックさん
≪タイ≫

ルーパさん
≪インド≫

アイリンさん
≪イラン≫

アイリンさん
≪イラン≫

アスィエさん
≪イラン≫

28

休館日

27

李さん
≪コリア≫

■コロナウイルス感染拡大防止対策のため、

　マスク会食にご協力ください。

イートイン 再開しています！

カレンダーメニュー

2022年４月から、毎週水曜日は店休日と
なっています。現在、新しい活用方法を検
討中ですので、しばらくお待ちください。

店休日

店休日

店休日

9:30～11:00
メディアを通して知る現代韓国社会イ

アスィエさん
≪イラン≫

主催事業のため貸切。
14時から
営業します。

ス MAFGAスナック

店休日

２ ３１

トゥエットさん
≪ベトナム≫

店休日

9:30～11:00
メディアを通して知る現代韓国社会イ

15:00～16:30
アフガニスタンの今イ

クラウディアさん
≪メキシコ≫

山口さん
≪中国≫

＊限定メニューのみ
提供します。

主催事業のため貸切。
14時から
営業します。

世界の朝ごはん
≪トルコ≫
10:00 ～ 13:00

世界の朝ごはん
≪ベラルーシ≫
10:00 ～ 13:00

● ベジタリアン、ハラル、アレルギー対応については、カフェのスタッフまでお気軽にお尋ねください。
● メニューやシェフは変わることもあります。また急きょ、協会主催事業により貸切になることもあります。
● 詳細は、Facebook をご覧ください。https://www.facebook.com/mafgachallengecafe



（公社）日本バレエ協会会員・ＡＯＤＴ会員

＊バレエコース

＊健康コース

：

：

「ロシア国立ペルミバレエ学校日本校」のバレエ教授法取得証明書（Dipolma）や、
日本徒手療法師会より「徒手療法師」の資格認定を与えられた姿勢調整師でもあ
る指導者が、丁寧に分かりやすく指導致します。「バレエは芸術」として長く続けら
れるように、また中高生には学業と両立できるよう配慮しています。3才～ 80才
位の年齢層まで、目的に合わせて気軽に楽しく始められます。

～箕面の地で 40年の歴史～唐木幸子バレエスタジオ

〒562-0041 箕面市桜 4-1-24　阪急牧落駅西側右斜め前（駅より 30M）
０７２－７２１－６３００／７２１－２５７６　http://www.karaki-sachiko-ballet.com/

徒手療法師の資格を持ったバレエ指導者（姿勢科学士）が
健康維持を目的とした姿勢調整を致します。
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国際交流協会（ＭＡＦＧＡ）からのお知らせ
下記についての問合せ・申込みは（公財）箕面市国際交流協会まで　　※開催場所：箕面市立多文化交流センター

☎：072-727-6912 　FAX：072-727-6920 　 ：info@mafga.or.jp

定
例
イ
ベ
ン
ト

イベントの内容が変更、延期、または中止になる可能性があります。最新情報は協会HPを確認ください。www.mafga.or.jp

イベント情報

メディアを通して知る現代韓国社会
韓国のドラマや音楽、文学を通して、現代韓国社会の言語・背景・
食文化・観光について知り、考える。　単回参加可（1ドリンク付き）
　◎ イ・ウジュン（国際青少年メディアプレス）
　　 鳥羽山良平   （協会職員）

定員　：20 名（要申込）
場所　：comm cafe
参加費： 一般1000円/回、
　　　　 協会会員700円/回

イベント
6/7（火）21（火）

9:30~11:00
（全６回）

読書会
6/19（日）
10:30～12:00

定員　：20 名（要申込）
場所　：現地
参加費：300 円（入館料として）
初回参加者への配布資料があるため、要申込

comm cafe クラファン企画　第１回多文化子ども食堂

6/11( 土 )
15:00-16:30

セミナー

定員　：各５名（要申込）
場所　：みのおキューズモール
　　　　Center2F キューズリビング
参加費：無料

キューズモール× comm cafe 
食でつながる、このひと、この世界

【ベトナムの食文化を知る】
シチ・ゴック・トゥエット（ベトナム出身）　コーディネーター：崔聖子

多文化体験
6/22（水）
① 10:30 ～
② 13:30 ～

イベント

お祭り

6/18( 土 )
15:00-16:30

Festa Junina フェスタジュニーナ 定員　：25 名（要申込）
場所　：comm cafe
参加費：無料

イベント

6/11( 土 )
11:45-12:50

知ることで変わる未来～アフガニスタンの今～

対象　：外国ルーツの子どもとその保護者

定員　：25 名（要申込）
場所　：comm cafe
参加費：子ども　100 円
　　　　　大人　300 円

国境なき医師団から派遣され、パレスチナ、イラク、マラウイと各
地で活動されてきた経験を持ち、昨年 10 月から 4 月まではアフガニ
スタンで手術室マネージャーとして任務に携わった佐藤真史さんに
医療現場からみたアフガニスタンの現在の様子を聞く。
　◎佐藤　真史（看護師）

読書会
6/19（日）
14:00～16:00

場所　：講座室
参加費：300 円 +ドリンク代
申込み：初参加の場合要申込

Sunday Book Review
英語の原書を一緒に読みましょう！
　読む本：The Remains of the Day ／日の名残り
　著者：　Kazuo Ishiguro ／カズオ　イシグロ

多文化共生理解のための読書会
2022 年度のテーマ：「ウトロ」から知る、在日コリアンの歴史
京都府宇治市に開館した、ウトロ平和祈念館を訪問し、ウトロの歴史、
開館までの歴史を知り、在日コリアンの視点から、日本社会を考える。

シェフがおいしい食事と楽しいゲームを、外国ルーツの子どもた
ちとその家族や友人に提供します。今回はイラン料理。
　◎アリプル・アイリン（コムカフェシェフ）

定員：　20 名（要申込）
場所　：comm cafe
参加費：一般　500 円
賛助会員・大学生　無料

（別途ドリンクの注文が必要）

６月にブラジル各地でお祝いする収穫祭、フェスタジュニーナ。
この時期、ブラジルは冬。焚火を囲んでクアドリーリャを踊って楽しみ
ます。※チェックや花柄の服を着るのが定番です。
　◎Chat³（ポルトガル語・スペイン語母語クラブ）、ネルソン百合子
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問合せ・申込みはそれぞれの各団体へお願いします。

他団体からのお知らせ

フォーラム

コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントの内容が変更、延期、または中止になる可能性があります。

場所　：人権平和センター　豊中
        ( 豊中市岡町北 3-13-7)
参加費：無料
定員　：40 名（先着順）
申込　：一般財団法人とよなか人権文化まちづくり協会
　　　　　　　06-6841-5300
        bwz37306@nifty.com 

6/21（火）
19:00-21:00

おとなのための　じんけん教室　
学びを深めるためには、思ったことや感じたことを声に出して
話し合うことも大切。大人のための学びの場がスタート！
　◎栗本敦子（Facilitator's LABO) 、大森暁（Ninaru 主宰）
　　6/2（木）　「マイノリティってなに？だれ？」
　　6/16（木）、6/30（木）の三回連続講座　単回参加可

オンライン

6/2（木）
20:00-21:00

水俣フォーラム　水俣と精神文化の新たな地平

場所　：オンライン
参加費：2,000 円 / 回
　　　　３回通し券 5,000 円
問合せ：
フェミとクィアのがんばらないトレーニングスタジオ　Ninaru
http://ptix.at/6SDmy2

第 52 回　エスペーロ能勢　屋根裏シアター
青葉若葉の緑美しい能勢で、映画を見て考えませんか。
毎月１回、小さな上映会を開催。作品上映後に感想交流会あり。
上映作品：【戦火のランナー】
Runner ／ 2020 年／アメリカ／英語／ 88 分

映画会
6/25（土）
-27（月）

13:30-16:00

場所　：エスペーロ能勢
　　　　（豊能郡豊能町地黄 476）
参加費：一般 1,000 円（1ドリンク付）
　　　高校生以下500円（1ドリンク付）
定員　：各回５名
申込　：080-3764-7905
          info@espero-osaka.com

フェス

ワールドカフェで語ろう　子どもの教育と未来
不登校や虐待相談が増加する中、子どもが地域で信頼できる大人に出会い、「たすけて」
と言ってもいいと思える地域づくりのために何ができるのか。「生き抜く」世界でなく、
「生き合う」世の中にしたいと考え実践してきた、久保敬さんを迎えお話を聞き、
他の参加者と共に考える。◎久保敬（大阪市元校長・おとなの学び研究会）

場所　：常円寺　祖師堂講堂
　　　　（東京都西新宿 7-12-5）
　　　　翌日から Youtube で配信
参加費：1,000 円（オンラインも同額）
定員　：50 名（会場）
問合せ：水俣フォーラム
　　　　03-3208-3051

講演会

イベント

２０年以上続く、「水俣」の経験を通して、社会と人間について考えるセ
ミナー。深い悲しみ（グリーフ）へのケアという視点から「水俣」を考える。
翌日から１週間、録画配信。（チケットの購入が必要）
　　◎島薗進（宗教学者。上智大学グリーフケア研究所客員所員）

6/4（土）
11:00-16:00

6/25（土）
14:30-16:00

箕面青年会議所　創立 55 周年記念事業
【トークセッション】 　「国際目線でこれからの箕面の未来を語る」
　　◎上島一彦（箕面市長）、竹村景子（大阪大学外国語学部）、小嶋隆文（勝尾寺執事長）

【ダンスセッション】　 「ダンスで心ひとつに楽しく国際交流！」
　　◎ゲスト　南流石（振付演出家）

場所　：文化芸能劇場大ホール
       （箕面市船場東 3-10-1）
参加費：無料
定員　：300 名（先着順）
主催　：一般社団法人箕面青年会議所
　　　　072-722-3950

6/19（日）
13:00-14:30

ネパールカフェ　ネパールの「カジャ」を食べてみよう！
「カジャ」はネパール語で、軽食のこと。
チウラ（ライスフレーク）、ダル（豆）カレー、チャイを食べながら
最新のネパールの様子を聞きます。手作り品の展示販売あり。
　　◎バティ・シュレスタ（ネパール・カトマンドゥ出身）

場所　：TIFA Cafe Sapana
　　　　（豊中市本町 3-3-2）
参加費：1,200 円
定員　：10 名程度
問合せ：国際交流の会とよなか（TIFA)
　　　　06-6840-1014

お話会

6/25（土）
14:00-16:00

隣で生きる人ともっと知り合う　難民・移民フェス
難民・移民の背景を知り支援するチャリティ形式のイベント。
ミャンマーのふりかけからチリ料理、コンゴのドーナツ、ブレイ
ズ体験、歌やライブなど。
★医療相談会付き

場所　：平成つつじ公園、ココネリ研修室 1
　　　　（東京都練馬区練馬 1-17-6）
　　　　雨天決行
参加費：無料
主催　：難民・移民フェス実行委員会
　　　　refugeemigrantfes@gmail.com



 

　インターネットが登場して以来、我々の周りに飛び交う情報の量は急激に増えたが、コロナ禍のこの 2
年間ほど、自分自身に直接的・間接的に関連し個人の生活を左右される情報が乱れ飛んだことは今まで
になかった。それらの情報の真偽・信頼性に誰もが悩まされ続けることになってしまった。他の情報を
知ろうとしてネットを探しているとだんだん疲れてくる。
　そんなときにフェイクニュースや陰謀論が忍び寄ってきてそれらはなんとも魅力的な輝きを放ち、ま
た断定的な口調で近寄ってくる。いったん入り込むとその中はその種のロジックに満ちている。私の知
人などでもはまり込んでしまったような人たちを見かける。入り込んでしまえば、気持ちが一気に楽に
なるということはわかるような気もする。だが楽ではあってもそれは危険だ。知人の身内がそのような
陰謀論 ( と私は思う ) にはまり込んだあげく、健康を強く損なってしまったことに大きな衝撃を受けた。
その情報を全面的に信頼しなければ、そうならずにすんだのではないか。
　以前は大手メディアの情報にはそこそこの信頼性があるものと一般に考えられてきた。しかしそれら
のメディアの力と信頼性が急速に失われたため、私たちは情報の拠り所を失ってしまった、と感じている。
今後は情報をどのように自分のなかで処理するか以前よりもずっと惑いつつ考えていかねばならないの
だろう。自分が現在依拠している考え方とは全く異なるものも無視するのではなく、意識しておかざる
を得なくなると思う。( 鷲尾 )
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「めろん」　編集スタッフ
【ボランティア】井嶋眞佐子、荻野克彦、崔聖子、中島美瑛、西岡夏希、山下三千世、鷲尾則昭

【事務局】 宇治野清隆、岩城あすか、河合大輔、末原真紀、中村由紀、鳥羽山良平

問合せ：（公財）箕面市国際交流協会　〒 562-0032 箕面市小野原西 5-2-36　多文化交流センター
Tel：072-727-6912　Fax：072-727-6920　E-mail：info@mafga.or.jp

HP：www.mafga.or.jp　FB：facebook.com/Mafga　みのお多言語ポータル：http://portal.mafga.or.jp/
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●（平日・土曜）黄ルート「多文化交流センター前」
　または赤ルート「小野原南」から西へ約 550m
●（日曜・祝日）緑ルート 「小野原西五丁目」から西へ約 200m
　※「多文化交流センター前」には停まりません。
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「めろん」は箕面市国際交流協会と協会ボランティアが協働し、
地域の多様性を高める情報をみなさんにお届けしています。
取材に行ったり、記事を書いたり、誌面をいっしょに作るボ
ランティアを募集しています。イベントやセミナーの企画や
勉強会なども行います。多文化共生に関心のある方、ぜひご
参加ください！！編集会議の日程などについては、協会まで
お問合せください。

めろん編集ボランティアスタッフ 募集中！

「めろん」をより多くの方に知ってもらうために、
自治会や PTA、同窓会、研修、セミナーや授業など
様々な催しで、地域から多文化共生を考えるための
ツールとして配ってくださいませんか。
置いてくださるお店なども大歓迎！
お問合せお待ちしています。

めろんの広報にご協力ください！


